
動かない原発に10兆円
～原発コストを考える
松久保 肇 （原子力資料情報室）
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想定されない新増設
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菅義偉 内閣総理大臣

（原発の新増設は）「現時点で考えていない」」

（2020年11月4日衆議院予算委員会）

梶山弘志 経済産業大臣

「信頼回復できていないのが現状だ」「これができないで、新規（建設）やリプ
レース（建て替え）ができるかということだ。次のことが言える段階にない」

信頼回復を優先する期間については、「まず10年というのが私の思いだ」

（2020年11月11日 朝日新聞インタビュー）



終わりが見えた原発
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万kW 新増設なしの場合の日本の原発設備容量推移予測

設備容量計（60年廃炉）

設備容量計（40年廃炉）

40年廃炉の場合、2065年、

60年廃炉でも2085年に

原発はゼロ。



原発コストはやすいのか？
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コスト高な原子力
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発電コスト検証WGの試算方法に基づく発電コスト試算

石油火力 原子力（資本費米国並みケース） 石炭火力 原子力 LNG火力

この違いの主な原因は
原発建設コスト
日本：3.1円/kWh
米国：7.26円/kWh



日本の原発の現状
7

再稼働済み 9基

新規制基準審査済み ７基

新規制基準審査中 11基

新規制基準未申請 9基

廃炉 24基

建設中2基

建設中1基

事故前は 稼働中54
基、廃炉中3基、建設

中3基だった
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電気事業営業費用明細表の例（2010年度東京電力有価証券報告書から抜粋）

財務費用（資金調達のた
めに必要な費用でたとえ
ば利息など）を固定資産
に占める原子力関連資
産の比率で按分したもの
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原子力発電費の推移

北海道 東北 東京 中部 北陸

関西 中国 四国 九州 JAPC

54基稼働

2兆円前
後で推移

2011～19
計15.37兆円

９基稼働

1.８兆円
前後で推
移
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原子力で発電しなかった電力会社の原子力発電費

北海道 東北 東京 中部 北陸

関西 中国 四国 九州 JAPC

計10.44兆円

FIT賦課金の
2012～2019
年度総額は
11.14兆円



海外でも高い原発
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既設 新設
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リアリズムはどこへ？ 14

34基程度の再稼働が必要



日本の原発の現状
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再稼働済み 9基

新規制基準審査済み ７基

新規制基準審査中 11基

新規制基準未申請 9基

廃炉 24基

建設中2基

建設中1基

事故前は 稼働中54
基、廃炉中3基、建設

中3基だった



結局不足する非化石電源 16

2019年 2029年 長期需給見通し2030

億kWh 億kWh % 億kWh

水力 822 875 8.8～9.2% 937.2～979.8

一般水力 757 806

揚水 65 73

原子力 604 303 20～22% 2,130～2,343

新エネルギー等 937 1,504 13.2～14.8% 1,405.8～1,576.2

風力 82 237 1.7% 181.05

太陽光 634 912 7% 745.5

地熱 25 29 1.0～1.1% 106.5～117.15

バイオマス 167 305 3.7～4.6% 394.05～489.9

廃棄物 28 21

その他 114 27

火力 6,553 5,782

石炭 2,681 3,128 26% 2,769

LNG 3,594 2,403 27% 2,875.5

石油他 278 251 3% 319.5

合計 9,030 8,491 10,650

2029年の新エネ＋水力＋原
子力＝2,682億kWh

2,682億kWh÷総供給（送電
端）8,491億kWh＝３２％

原発27基（現在9基）稼働ケー
ス（1,700億kWh）

2029年の新エネ＋水力＋原
子力＝4,079億kWh

4,079億kWh÷8,491億
kWh＝48％＊

＊ただし、原発の供給が増えれば、再エ
ネの出力抑制は増える

37％ !?



原子力と自然エネルギーは両立しない

要約

大規模な原子力発電は自然エネルギー
ほど炭素排出量を大幅に削減する傾向
にないことがわかった。

また、原子力と自然エネルギーの規模
の間には負の関係があることがわかっ
た。

原子力と再生可能エネルギーが互いに
打ち消しあう傾向を示唆。
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● 世界の原発基数：4４１基

● 平均原発稼働年数：30.7年

● 平均原発廃炉年数：26.6年

● 建設中原発：50基
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CO2対策の切り札にならない原発
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2000年原子力高位予測

2010年原子力低位予測

2010年原子力高位予測

2020年原子力低位予測

2020年原子力高位予測

2030年原子力低位予測

2030年原子力高位予測

2050年原子力低位予測

2050年原子力高位予測

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

1981 1986 1991 1996 2001 2006 2011 2016
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＊折れ線グラフはそれぞれ、各年における、予測年の高位・下位予測、

面グラフは各年の実発電量を示す
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原発の実際の発電量

IAEA Reference Data Series No. 1より原子力資料情報室作成

高位予測も低位予測も高めに
予測しては現実に合わせて毎
回下げることを繰り返してきた



まとめ

● 将来性のない原発

● コスト高な原発

● 2011～19年 原子力発電費 計15.37兆円

● ２０１１～１９年 発電しなかった原発分の原子力発電費 計10.44兆円

● 海外でも高い原発と急激に安くなった再エネ

● リアリズムのない日本のエネルギー政策

● 原子力と自然エネルギーは両立しない
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